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3月2日～3月3月2日～3月2626日日

第第11回回定例会定例会
�・��

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
３
月　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

２１

２６

２５

ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例
の
ほ
か
、
市
長
提
出
議
案　

件
、
議
員
提

３１

出
議
案　

件
（
意
見
書
案　

件
、
決
議
案
２
件
）、
請
願　

件
を
審
議
し
ま
し
た
。
結
果
は
８
面
を

１２

１０

３０

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
東
久
留
米
市
立
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
条
例
」
は
、
３
月　
１３

日
の
文
教
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

３
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て

２６

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
案
は
、
東
久
留
米
市
立
中

央
公
民
館
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
平
成　

年
の
社
会
教

１７

育
委
員
の
会
議
か
ら
社
会
教
育

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
善

の
方
向
を
示
し
た
報
告
、
な
ら

び
に
、
そ
の
具
体
化
に
向
け
た

公
民
館
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
委
員
会
の
検
討
報
告
を
踏
ま

え
、
東
久
留
米
市
立
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
そ
の
管

理
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
も
の
。

　

本
条
例
の
施
行
日
は
平
成　
２２

年
４
月
１
日
と
し
、
公
民
館
条

例
は
同
日
廃
止
と
な
る
。

【
委
員
会
の
質
疑
か
ら
】

質
問 

公
民
館
か
ら
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
変
更
す
る
理
由
は
、

何
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
の
か
。

答
弁　

教
え 
育 
む
と
い
う
社
会

は
ぐ
く

教
育
か
ら
、
市
民
が
主
体
的
に

学
び
習
う
と
い
う
生
涯
学
習
の

考
え
方
が
主
流
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
変
更
の
大
き
な
理
由
。

ま
た
、
名
称
変
更
に
よ
っ
て
、

よ
り
幅
広
い
世
代
の
利
用
を
期

待
す
る
。

質
問 

民
営
化
を
し
て
利
用
料

を
徴
収
す
る
、
と
市
長
は
明
言
。

多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
も
ら

う
と
い
う
方
向
と
矛
盾
し
て
い

な
い
か
。

答
弁　

使
用
料
は
原
則
使
用
者

に
支
払
っ
て
も
ら
う
が
、
一
定

の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
免
除

も
で
き
る
と
し
て
い
る
。
減
免

の
扱
い
は
、
他
の
公
共
施
設
と

併
せ
て
検
討
、
時
期
も
整
理
し

て
い
く
。

質
問 

①
公
民
館
の
利
用
状
況
、

②
登
録
団
体
数
は
。

答
弁　
　

年
度
実
績
で
、
①
社

１９

会
教
育
団
体
は　

・
６
％
で
４

８２

７
２
４
件
、
民
間
団
体
は　

％
２.０

で　

件
、
市
な
い
し
公
用
は　

１１５

１５

・
４
％
で　

件
。
②　

団
体
。

８８２

３８６

質
問 

公
民
館
登
録
団
体
や
利

用
者
懇
談
会
で
は
、
公
民
館
か

ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
変
更

�
�

�
�
�
�

平
成
の
名
水
百
選
「
落
合
川
と
南
沢
湧
水
群
」
の
看
板
を
設
置
。
散
策

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成（
写
真
＝
東
久
留
米
駅
西
口
）

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

２１

案
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
・
老
人
保
健
・

介
護
保
険
・
下
水
道
事
業
の
５

特
別
会
計
予
算
案
は
、
予
算
特

別
委
員
会
（
３
月　

日
・　

日

１７

１８

・　

日
・　

日
の
４
日
間
）
を

１９

２３

設
置
し
、
小
山
慣
一
委
員
長

（
自
民
ク
ラ
ブ
）、
津
田
忠
広

市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
総
括
代
表
質
問
‥
‥
２
面

平
成　

年
度
の
予
算
審
査
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
３
〜
５
面

２１

予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明
‥
‥
３
〜
５
面

一
般
質
問
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
６
・
７
面

補
正
予
算
質
疑
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
８
面

提
出
議
案
と
審
議
結
果
・
意
見
書
・
請
願
な
ど
‥
８
面 

今 号 の
内 容 案 内

　
「
東
久
留
米
市
乳
幼
児
の
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、

３
月　

日
の
厚
生
委
員
会
で
審

１２

査
さ
れ
、
３
月　

日
の
本
会
議

２６

に
お
い
て
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
案
は
、
乳
幼
児
に
係
る
医

療
費
助
成
事
業
に
お
け
る
、
市

単
独
で
実
施
し
て
い
る
所
得
制

限
枠
の
撤
廃
に
つ
い
て
、
子
育

て
支
援
制
度
の
充
実
を
図
る
た

め
、
現
行
の
５
歳
未
満
児
ま
で

を
、
６
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月　

日
ま
で
と
す
る

３１

も
の
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
法
の
改
正

に
よ
り
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ

れ
る
「
小
規
模
住
居
型
児
童
養

育
事
業
」
に
係
る
医
療
費
は
都

道
府
県
が
負
担
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
事
業
を
行
う
者
に
委
託
さ

れ
て
い
る
乳
幼
児
に
つ
い
て
は

本
条
例
の
対
象
外
と
す
る
た
め
、

条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
委
員
会
の
質
疑
か
ら
】

質
問 

実
施
に
至
る
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁　

漏
れ
の
な
い
よ
う
、
広

報
や
該
当
者
へ
の
通
知
を
行

う
。

質
問 

本
助
成
事
業
の
財
源
投

入
額
は
。

答
弁　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の

予
算
は
１
億
９
３
０
０
万
円
。

都
の
補
助
対
象
を
除
き
、
市
の

負
担
は
約
１
億　

万
円
の
予

６００

定
。

る
。
②
保
険
料
の
多
段
階
化
は
、

　

年
度
ま
で
実
施
の
税
制
改
正

２０に
よ
る
介
護
保
険
料
の
激
変
緩

和
措
置
が
終
了
し
急
激
に
保
険

料
が
上
昇
す
る
た
め
、
現
行
の

第
４
段
階
と
第
５
段
階
を
そ
れ

ぞ
れ
２
分
割
化
。
結
果
、
現
行

７
段
階
か
ら
９
段
階
と
な
る
。

さ
ら
な
る
多
段
階
制
に
つ
い
て

は
第
５
期
の
事
業
計
画
に
向
け

て
検
討
し
た
い
。

【
委
員
会
の
質
疑
か
ら
】

質
問 

介
護
給
付
費
準
備
基
金

の
取
り
崩
し
後
の
残
額
は
。

答
弁　

取
り
崩
す
前
の
額
は
６

億
４
４
９
０
万
円
、
取
り
崩
し

後
の
残
額
は
１
億
４
９
５
０
万

円
。

乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条

例

の

一

部

を

改

正

条

例

の

一

部

を

改

正 

　
「
東
久
留
米
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
、
３
月　

日
の
厚
生
委
員
会

１２

で
審
査
さ
れ
、
３
月　

日
の
本

２６

会
議
に
お
い
て
全
員
賛
成
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
案
は
、　

年
度
か
ら　

年

２１

２３

度
ま
で
の
第
４
期
介
護
保
険
事

介

護

保

険

条

例

の

介

護

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

一

部

を

改

正

副
委
員
長
（
公
明
党
）
の
下
で
、

審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
で
の
歳
出

を
中
心
と
し
た
質
疑
と
、
３
月

　

日
の
本
会
議
で
の
各
会
派
の

２６予
算
案
に
対
す
る
意
見
表
明
の

あ
ら
ま
し
は
、
３
面
か
ら
５
面

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生

涯

学

習

セ

ン

タ

ー

生

涯

学

習

セ

ン

タ

ー 

条

例

を

可

決

条

例

を

可

決

業
計
画
の
策
定
に
伴
い
、
第
１

号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
を

改
正
す
る
た
め
、
条
例
の
改
正

を
行
う
も
の
。

　

改
正
内
容
は
、
①
第
４
期
の

給
付
費
総
額
に
要
す
る
保
険
料

基
準
額
の
月
額
は
４
１
８
３
円

で
、
第
３
期
比
較
で
は　

円
の

４３３

増
加
と
な
る
が
、
市
民
の
経
済

的
負
担
を
考
慮
し
、
国
か
ら
の

特
別
交
付
金
な
ら
び
に
介
護
給

付
費
準
備
基
金
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
の
上
昇
を

抑
制
し
月
額
３
６
０
０
円
と
し
、

第
３
期
比
較
で　

円
を
減
額
す

１５０

す
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
説
明

等
し
た
の
か
。

答
弁　
「
こ
う
み
ん
か
ん
だ
よ

り
」、
公
民
館
運
営
審
議
会
で

の
説
明
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
際
に
そ
の
概
要
の
配
布
な

ど
を
行
い
、
周
知
に
努
め
た
。

質
問 

公
民
館
は
社
会
教
育
法

に
根
拠
を
置
く
が
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
依
拠
す
る
法
律
は
。

答
弁　

地
方
自
治
法
で
規
定
す

る
「
公
の
施
設
」
に
位
置
付
け

ら
れ
、
ま
た
本
条
例
の
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
設
置
目
的
が
法
的

根
拠
と
な
る
。

質
問 

指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
よ
る
、
①
利
用
拡
大
、
②
維

持
管
理
費
の
縮
減
に
つ
い
て
。

答
弁　

①
利
用
拡
大
の
対
応
は
、

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
施
策
と
と
ら
え
て
い
る
。
②

現
在
は
維
持
管
理
に
係
る
委
託

契
約
を
個
別
に
結
ん
で
い
る
が
、

あ
る
程
度
ま
と
め
る
こ
と
に
よ

り
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま

れ
る
と
考
え
る
。

平

成

年

度

平

成　

年

度　

　

　

　

　

２１２１

予

算

審

査

に

活

発

な

意

見

予

算

審

査

に

活

発

な

意

見

�
�

�
�
�
�

考
え
も
あ
っ
た
が
、
国
基
準　
５０

対　

の
維
持
が
厳
し
く
な
る
た

５０
め
、
こ
の
仕
組
み
を
堅
持
し
て

い
く
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、

赤
字
補
て
ん
分
の
繰
出
金
が　
２０

年
度
は
約
５
億
８
千
万
円
、　
２１

年
度
は
約
５
億
円
と
な
り
、
８

千
万
円
分
が
一
般
会
計
に
お
け

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
振
り
向
け

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

質
問 

後
期
高
齢
者
支
援
金
等

分
の
算
定
が　

カ
月
分
か
ら　

１１

１２

カ
月
分
に
な
る
こ
と
に
よ
る
影

響
額
は
。

答
弁　

１
億
１
２
７
２
万
円
で

あ
る
。

質
問 

資
産
割
税
率
の
改
定
に

つ
い
て
検
討
は
行
わ
な
か
っ
た

の
か
。

答
弁　

窓
口
で
税
の
質
問
を
受

け
る
中
で
、
親
か
ら
資
産
を
譲

ら
れ
た
が
現
金
の
持
ち
合
わ
せ

が
な
い
と
い
う
方
が
多
く
、
改

定
を
す
る
の
は
厳
し
い
と
判
断

し
た
。

　
「
東
久
留
米
市
国
民
健
康
保

国

民

健

康

保

険

税

条

例

の

国

民

健

康

保

険

税

条

例

の

一

部

を

改

正

一

部

を

改

正

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
は
、
３
月　

日
の
厚
生

１２

委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
３
月　
２６

日
の
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
案
は
、　

年
度
以
降
の
国

２１

民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
分
と
介
護

分
の
所
得
割
税
率
、
均
等
割
額
、

平
等
割
額
お
よ
び
介
護
分
の
賦

課
限
度
額
を
改
め
る
た
め
、
条

例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
委
員
会
の
質
疑
か
ら
】

質
問 

現
在
の
厳
し
い
経
済
状

況
の
中
で
、
家
庭
ご
み
有
料
化

の
先
送
り
と
同
様
に
改
定
を
先

送
り
す
る
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

答
弁　

応
能
応
益
負
担
割
合　
５０

対　

の
国
基
準
を
導
入
し
国
や

５０
都
か
ら
特
別
交
付
金
等
、
支
援

を
受
け
て
い
る
。
一
般
会
計
か

ら
の
繰
出
金
を　

年
度
並
み
に

２０

抑
え
、
保
険
料
改
定
を
避
け
る

表１　国民健康保険税算出税率等一覧表

基
礎
課
税
額
（
医
療
分
）

の
変
更
は
な
し

介護分後期高齢者支援金等分

変更後変更前変更後変更前

１.００％１.１０％１.４０％１.１５％所得割税率応
能
割 ７.００％（変更なし）３.２０％（変更なし）資産割税率

８０００円８４００円９４００円８２００円均 等 割 額応
益
割 ４０００円４２００円１８００円１２００円平 等 割 額

１０万円９万円１２万円（変更なし）賦 課 限 度 額

一般会計賛成多数で可決

������������������������������������������������総 額
５７０億円５７０億円
総 額総 額
５７０億円５７０億円


